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いぬやまスポーツコミッション総会  第１号議案 

 

   令和２年度いぬやまスポーツコミッション会計の決算の認定に

ついて 

 

 令和２年度いぬやまスポーツコミッション会計の決算を別紙監査の

報告を付けて承認に付する。  

 

  令和３年７月８日提出 

 

いぬやまスポーツコミッション  

会長   山  田  拓  郎  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （説  明）  

 この案を提出するのは、令和２年度のいぬやまスポーツコミッショ

ン会計を決算する必要があるからである。  
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令和２年度 いぬやまスポーツコミッション 決算書  

 

 

収入決算額  205,854円  

支出決算額  166,942円  

差引残高    38,912円  

 

１  収入の部  

（ 単 位 ： 円 ）  

科 目  予 算 額  決 算 額  比 較  説 明  

繰 越 金  繰 越 金  145,000 35,846 △ 109,154  

会 費  会 費  200,000 170,000 △ 30,000 年 会 費 :10,00 0円 ×17団 体  

負 担 金  負 担 金  1,775,000 0 △ 1,775,000 犬 山 市 負 担 金  

雑 費  利 息  0 8 8 利 息  

計  2,120,000 205,854 △ 1,914,146  

 

２  支出の部  

（ 単 位 ： 円 ）  

科 目  予 算 額  決 算 額  比 較  説 明  

報 償 費  報 償 費  100,000 0 △ 100,000  

旅 費  普 通 旅 費  64,000 0 △ 64,000  

需 用 費  消 耗 品 費  0 0 0  

食 糧 費  20,000 0 △ 20,000  

印 刷 製 本 費  0 0 0  

役 務 費  手 数 料  2,000 2,750 750 返 還 金 振 込 手 数 料  

:275円 ×10件  

通 信 運 搬 費  0 2,352 2,352 返 信 用 葉 書 :63円 ×16枚  

返 信 用 切 手 :84円 ×16枚  

委 託 料  委 託 料  100,000 0 △ 100,000  

使 用 料  建 物 借 上 料  139,000 0 △ 139,000  

機 器 借 上 料  800,000 0 △ 800,000  

負 担 金  

補 助  

補 助 金  150,000 0 △ 150,000  

負 担 金  600,000 0 △ 600,000  

予 備 費  予 備 費  145,000 0 △ 145,000  

返 還 金  返 還 金  0 161,840 161,840 返 還 金 :9,520円 ×17会 員  

計  2,120,000 166,942 △ 1,953,058  
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令和２年度決算資料（事業報告書）  

 

＜総括＞ 

 

 

 

 

 

＜実績＞ 

１  関係者とのネットワーク構築  

(1)  総会の開催  

①開催日 

令和2年 7月 29日  

②参加会員数 

16名  

③承認案件 

第１号議案 

令和元年度いぬやまスポーツコミッション会計の決算  

第２号議案 

令和２年度いぬやまスポーツコミッション事業計画  

   第３号議案  

    令和２年度いぬやまスポーツコミッション会計の予算  

 

２  会員の確保  

  ①会員名簿  

（順不同） 

役職  氏名  団体等  

会長  山田 拓郎  犬山市  

副会長 竹内 正信  特定非営利活動法人犬山市体育協会  

〇  新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえながら、延期となっ

た東京2020オリンピック競技大会・パラリンピック競技大会の事

前合宿誘致及び2026年に愛知県で開催されるアジア競技大会に係

る情報収集を行った。 
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副会長  佐分 晴夫  名古屋経済大学  

監事  小川 征一  一般社団法人犬山市観光協会  

監事  

髙橋秀治 

(～ R1.10.31 

日比野良太郎) 

犬山商工会議所  

 太田  亟慈  株式会社犬山動物総合医療センター  

 桒原  正寛  社会福祉法人ともいき福祉会  

 藤吉  健市  犬山ポタリングクラブ  

 濱本  佳生  美津濃株式会社  

 山下  久勝  犬山市スポーツネットワーク  

 保浦  博之  有限会社マルヒロ  

 安田  貴司  観光旅館臨江館  

 北折  章  犬山セントラルホテル株式会社  

 山根  雄司  山根水道工業株式会社  

 髙橋  秀治  日本紙工業株式会社  

 日比野良太郎 株式会社みやこや  

 澤井  輔  犬山国際ユースホステル  

令和3年 3月 31日現在  

３  スポーツ大会等の誘致活動  

(1) 大会等誘致制度の制度設計  

①  いぬやまスポーツコミッション応援事業  

「スポーツの力で“まちを元気に”・“人に笑顔を”」の実

現に向けて、スポーツ事業の展開が地域活性化に繋がると認め

る事業（＝地域活性化事業）」の実施 

【想定する地域活性化事業】 

＜スポーツ関連事業＞ 

ア スポーツコミッションへの入会 

イ 市民無料招待 

ウ 開催時の選手とのふれあい企画 
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エ 市民への技術指導 

オ グッズ提供 

カ 画像（写真等）の提供 

＜スポーツをきっかけとした地域貢献・社会貢献事業＞  

キ  選手等の市内宿泊  

ク  来場者等へ提供物品の市内購入  

ケ  対戦・参加チームへの市内宿泊施設等の紹介・斡旋  

コ  市内の社会貢献活動への参加  

サ  インターンシップの受入れ  

シ  講演会（授業等）の実施  

ス  市内学校・保育園への巡回  

セ  施設・病院への慰問  

ソ  市外来訪者の積極動員  

タ  選手等による市内散策（観光）  

チ  ホームページリンク  

ツ  ホームページで犬山市での活動状況紹介  

テ  選手ＳＮＳでの犬山市紹介  

ト  来場者等への市観光パンフなどの配布  

 

(2) 活動実績 

①  東京 2020オリンピック・パラリンピック事前合宿誘致の進捗

状況報告 

現在の誘致交渉  

○相手国／競技種目  

アメリカ／空手（オリンピック種目）  

○誘致活動経過 

令和元年 

10月  アメリカ大使館に対して、（愛知県を通じて）犬山市

の施設情報・誘致取組みをＰＲ  

11月  アメリカ大使館（在東京米国大使館オリンピック調整
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部総括部長）から依頼を受けた、アメリカオリンピッ

ク委員会関係者（ジョン大森氏）が犬山市に対して連

絡 

11月～ 12月  

ジョン大森氏が日本国内で事前合宿先を探している競

技種目について情報交換を実施（ E-mail・電話）  

12月 25日  

ス ポ ー ツ コ ミ ッ シ ョ ン 事 務 局 職 員 １ 名 が ジ ョ ン 大 森

氏を訪問し、誘致活動（ＰＲ・個別協議）実施 

■訪問先 

東京アメリカンクラブ  

（東京都港区麻布台2-1-2）  

■応対者 

・ジョン大森（アメリカオリンピック委員会スペ

シャルアドバイザー／アサ  ミ・グローバル株

式会社代表取締役）  

・ランス  リー（一般社団法人東京アメリカンク

ラブ委員長／東京 2020オリンピック委員会アン

バサダータスクホース）  

・讃井友香（米国オリンピック＆パラリンピック

トレーニングセンターの栄養指導と教育）  

・金子昌弘（内閣官房東京 2020オリンピック・パ

ラリンピック推進本部事務局  参事官補佐） 

12月 29日  アメリカ空手道協会から事前合宿実施に伴うリク

エストシート（要望事項）受領 

令和２年 

１月23日  ジョン大森氏が犬山市・小牧市を訪問。事前合宿

を想定した関係施設を視察  

＜視察先＞ 

・エナジーサポートアリーナ（犬山市体育館）  
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・犬山市武道館  

・犬山セントラルホテル（外観のみ）  

・名鉄小牧ホテル  

○以降の状況 

以降、ジョン大森氏を通じ、アメリカ空手道協会から

要望のあった利用施設の確保、財政援助（アメリカ空手

道協会の事前合宿費用に対するいぬやまスポーツコミッ

ションの負担額）について継続した協議を実施。  

しかしながら、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、「東京 2020オリンピック競技大会」の 2020年開催の

延期が決定した以降、協議が中断。  

 

令和３年１月に愛知県の担当者より、アメリカ空手道

協会の事前合宿が長崎県佐世保市に決定したとの報告を

受け、事実上、オリンピックの合宿誘致を断念。  

 

②アジアパラ競技大会に係る競技会場に関する報告  

 ○経過  

令和元年  

６月21日  屋内・屋外種目問わず競技会場として立候補  

９月27日  下記競技種目について県内最終候補２カ所に選定  

・施設 羽黒中央公園多目的スポーツ広場  

・種目 ５人制サッカー（ブラインドサッカー）  

11月 25日  日本ブラインドサッカー協会役員による現地調査  

令和２年 

１月８日 最終結果通知  

『競技会場候補としない』  

     〔理由〕・周辺の環境音（電車走行音）  

         ・同規模・サイズの部屋の複数確保  
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③アジア競技大会に係る取り組み  

令和３年 

３月２５日 組織委員会との協議 

犬山市体育館を練習会場とするための視察受け入れ  

（課題の整理、選定必要条件の整理） 

 

④いぬやまスポーツコミッション HPの更新  

  〇随  時  


